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熊本日日新聞に掲載されました

アールブリュット

作家登録され

商品化されたもの

しょうぶの里では、利用者の生活に変化を持たせ、豊かな心を培うために、日課の中に

創作的活動（アート班）と生産的活動（農芸班）を取り入れています。農業も１０年も

続くと加齢による衰えが見られ、創作活動(アート班）に合流しました。

　しょうぶの里の創作的活動の理念は、[描いてみたい、書いてみたい、貼ってみたい

作ってみたい」と自由に何か好きなこと、やってみたいことをみつけて、それを大切

にしています。物を描いたり、作ったりした「形」は、数が増え、色が付き、用紙一杯

になった時、素晴らしい作品（アート）に変わっていきます。自分の作品が認められになった時、素晴らしい作品（アート）に変わっていきます。自分の作品が認められ

ほめられると、作品制作に自らのめり込んでいきます。結果、作品にその人の個性あふ

れる芸術性がにじみ出来ています。決して作品を強要したり、課題を与えたりしません。

気の向くまま黙々と制作に取り組んでいます。

これまでにいくつもの作品が企業やＮＰＯ法人に登録され、また、数々のアート展にも

入選しました。全国障害者アート公募展では、1500展の中から、審査員特別賞を頂き

ました。障がい者の作品は、出展したＮＨＫハート展、アールブリュット展、全国障害者

アート公募展では、6000人を超える人々に、たくさんの感動を、そして、美による心のアート公募展では、6000人を超える人々に、たくさんの感動を、そして、美による心の

感化を与えてきたことでしょう。障がいのある皆さん立派に社会に役立っています。

　また、登録された利用者の商標デザインを商品に取り入れて、その売上げの一部を災害

支援に役立てるという社会貢献もしています。

　利用者は、まだまだ、私たちにはない力や可能性をいっぱい持っています。それを引き

出し個性を伸ばしながら、「障がい者に世のに光を」でなく、「障がい者を世の光に」したいと

強く願っています。 

                                                しょうぶの里施設長　　　　　長田　紀義                                                しょうぶの里施設長　　　　　長田　紀義

みんな楽しく気の向くままに描こう、作ろう

初めてのライブ会場

澄子さんおめでとうございます

おめでとうございます！！

ポストカードにもなり、身近に作品を感じることもできます。


